
 

 

 

 
 
 

「獅子奮迅」の活躍！ 受け継がれる熱意と確かな伝統  

 

主幹教諭 赤羽 淳  

 

令和８年５月３０日（土）に運動会が盛大に開催されま

した。今年度のスローガンは「獅子奮迅」です。その言葉ど

おり、獅子が猛然と奮い立つかのような、生徒たちの熱気と

エネルギーがグラウンド中に溢れる一日となりました。早

朝からの係生徒たちによる献身的な準備を経て、吹奏楽部

による行進曲演奏、開会式での実行委員による力強い選手

宣誓とともに、熱戦の幕が上がりました。  

午前の部は、個人種目である「50m 走」「100m 走」か

ら始まり、ベストを目指して全力で駆け抜ける姿が見られ

ました。各学年種目も見ごたえ十分で、1 年生の「タイルリ

レー」、2 年生の「台風の目」では、赤組・青組ともに作戦

を練り、団結して競技に取り組みました。なかでも、3 年生

による白熱した「綱引き」では、これまでの練習の成果が存

分に発揮されていました。仲間を全力で鼓舞し合い、気持ち

を一つにして最大限の力を発揮する姿は、まさに「獅子奮

迅」そのものでした。  

また、今年度は生徒会役員の呼びかけにより、新種目「借

り人競争」が実施されました。「運動能力に関係なく誰もが楽しめる種目を作りたい」「他学年

との交流を通して仲を深めたい」という生徒たちの思いから企画されたものです。生徒会が中

心となってボランティア生徒を募り、当日まで何度も打ち合わせを重ねて運営をサポートした

結果、グラウンドに笑顔が溢れ、運動会を大いに盛り上げました。  

午後の部は、本校が誇る伝統種目、全校生徒による「三中ソーラン」です。今年度もソーラ

ンリーダーを中心とする約 120 名の生徒が、隊形や立ち位置、ポーズの細部に至るまでこだ

わり抜き、ひとつの大きな演技を創り上げました。力強い和太鼓の音色に合わせ、グラウンド

全体で一丸となって躍動する姿

は圧巻の一言でした。「自分たち

で工夫して作り上げる」という

先輩たちが築き上げた精神は、

しっかりと後輩たちへと受け継

がれています。  

多くの保護者の皆様や地域の

方々からの温かいご声援に包ま

れながら、生徒たちが主体とな

り、まさに「獅子奮迅」の勢いで

駆け抜けた運動会は、大成功の

うちに幕を閉じました。  
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６月は、ふれあい月間です  

 ６月は、いじめ等を未然に防止するため、ふれあい月間としています。 

本校では、ふれあいアンケート、面談を実施し、生徒一人一人に目を配り、生徒の悩みを

知り、面談を通して、生徒理解を深め教育相談の充実を図ります。アンケートの内容とし

て学校生活の様子、友達同士のこと、普段悩んでいることなどを確認します。些細なこと

でも普段の生活に支障があることなど、お子様に寄り添い解決に向け全教職員で対応して

いきます。誰もが安心し安全な学校としていくため、ご家庭におきましても取り組みをご

理解いただき、ご協力をお願いいたします。 

 

 

３年  修学旅行   5 月１3 日（水）～ 15 日（金） 
 

今年の修学旅行は、京都・奈良方面にて予定どおり３日間の行程を実施することができ

ました。元気に３日間を過ごし、素敵な思い出をたくさんつくってきたことと思います。  

＜行程＞１日目：法隆寺・薬師寺見学、奈良公園散策、春日大社・東大寺・大仏殿など  

見学（奈良市内旅館宿泊）  

２日目：奈良京都市内班別行動（平等院鳳凰堂、伏見稲荷大社、清水寺など）

京都市内旅館宿泊、体験学習（漆器加飾）  

３日目：京都市内タクシ―班別行動（金閣寺、北野天満宮、龍安寺など）  

 

 

 

令和８年６月行事予定  ～ふれあい月間～  

日  曜日  行  事  等  

１  月  振替休業日  ふれあい月間始  

4 木  B 時程  一斉委員会  

5 金  安全指導  教育実習終  

8 月  生徒会朝礼  

9 火  運動器検診  特別支援学級移動教室前健診  

11 木  B 時程  避難訓練  耳鼻科検診  

15 月  朝礼  

19 金  期末考査（理科・社会・技術家庭）  学校運営協議会  

22 月  期末考査（数学・保健体育・美術）  

23 火  期末考査（英語・国語・音楽）  ④体力テスト（質問紙記入）  

24 水  水泳指導始  領域診断テスト（３年）  

24～26 水～金  八ヶ岳高原移動教室（特別支援学級）  

29 月  ①⑥入れ替え  ⑤⑥高校出張授業（３年）  

30 火  B 時程  ⑤カット  ふれあい月間終  定期健康診断終  


